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序 文

本書は、都城市教育委員会が各種開発に対し理蔵文化財の保護を図る

ため、平成19年度国県補助を受け実施した市内遺跡の試掘・確認調査の

報告書です。

都城市は 1圏都城市と北諸県君『の四町(旧山之口町、旧高城町、 1日高崎町、

旧山田町)において合併を行い、平成18年 1月 1日 に新しい都城市が誕

生し、南九州の交通の要衝並びに産業の拠点として今後ますます重要な

役害Jを担っていくことになります。

本書が地域の文化財保護への理解を深める一助となり、また、学術資

料として広く活用いただければ幸いです。

最後になりますが、試掘 。確認調査にあたり調査に従事していただい

た市民の皆様をはじめ、地権者ならびに開発関係者のご協力を頂きまし

たことに対して深く感謝申し上げます。

平成20年 3月

都城市教育委員会

教育長 玉利  譲



例  言

1.本書は、各種開発事業にともない、都城市教育委員会が国県補助を受けて平成19年度に実施

した市内遺跡発掘調査報告書で、市内14地点 (事業)において試掘・確認調査を実施したもの

を掲載した。

2.調査主体 都城市教育委員会
教育長   玉利 譲
教育部長  岩崎 透
文化財課長 高野隆志
主 幹   新宮高弘 (文化財担当)
副主幹   矢部喜多夫 (埋蔵文化財担当)
調査担当  栗山葉子 近沢恒典 山下大輔

3。 本書に使用したトレンチ配置図、土層断面図の実測、製図等は、各試掘・確認調査担当者が

行い、遺物の実測、製図は奥利根子、福岡八重子、水元美紀子が行った。

4。 現場の写真撮影は、各調査担当者が行った。

5。 出土遺物は都城市教育委員会にて保管している。

6.本書の執筆・編集は各担当者の結果報告を基に、矢部、近沢があたつた。
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1.試掘 。確認調査の記録
都城市は宮崎県の南西部に広がる都城盆地に位鷲し、北西に霧島連山、東に鰐塚山系に囲

まれ、南側が開けて鹿児島県境を経て志布志湾を望む。盆地は都城市、北諸県郡三股町と鹿

児島県曽於市の一部が含まれ、当市の面積はおおよそ653kだと広く、標高は最高 (高千穂
山頂)で 1,574m、 最低 (高城町四家の本八重)で 56m、 市街地で150mほ どをはかる。河川
は大淀川を含む 7本の 1級河り||が業脈状に流路し、それらに多数の小河川が流れ込み、地下

水や湧水にも恵まれている。

本市は平成18年 1月 1日 付けで 1日都城市と北諸県郡の四町(旧山之回町、旧高城町、旧高崎

町、旧lll田町)で合併を行い、鹿児島市、宮崎市に次ぐ人口規模で、農畜産業を中心とした南

九州の拠点都市である。

平成19年度、公共事業や民間開発等の各種開発事業にともない、都城市教育委員会が国県

の補助を受けて実施した14件 (事業)の試掘 0確認調査を報告する。

平成 19年度市内遺跡試掘確認調査地一覧表

番号 凱 呻 〕制 調査原因 調査期間 調査面積

① 根J貢拶質(503D 大岩田町 5795‐ 2ほか6筆 公園造成 2007.5.21-22 32ポ

② 太郎坊中原(9000 憩 防 mT 1209 7曇 +山 道路改良 2007.6.28 4.25ポ

③ 中尾第2(706つ 安久町2648の 2番地 校舎改築 2007.8.29 ２ｍ

④ 田谷 。励照600D 南横市町 3800番地 屋内体育館改築 2007.8.30 12ピ

⑤-1 婦  (7000 今町 7814-1、 7823-1 県営畑地帯総合

整備事業払川第

1地区(上層改良

朝

2007.9.12～ 14 ２ｍ

⑤ 2 梅北許頷7000 棚 ヒ町「774- 1, 2 2007.9.12～ 14 ２ｍ

⑤ 3 麹 田止オ<50311 大岩闘町 6851-5 2007.11.20～ 21 ２ｍ

⑤ 4 爵 俗 。商 浴

(5041)

梅北町 588-1 2007.11.20ハ V21 ２ｍ

⑥ ノい麟  (50211 五十町 1054- 1、 1058- 1 道路改良 2007.10.9 18.5ポ

⑦ 田谷・尻枝(600D 南横市町3918-3ほか3筆 宅地造成 2007.5.15 44.5ピ

③ 尾曲 早水町4503-1の一部 鋤 2007.5.28 29ピ

⑨ 佐土ヶ中第 1

(1006つ

下水流町 4526- 1ほか 2筆

Kヽ町 44951、 45011

農業関連 2007.6.21-22

2007.10.4～ 5

241ぜ

24ぽ

⑩ 向麟 214010 立野町 3727番 1ほか 大判 2007.7.25-26 ２
ｍ

① 俎  (40061 君院町4丁目92魯 1ヤまか 14義 アパー ト建設 2007.8.23 8ぷ

⑫ 不口田(60021 南横市町 4181-2ほ か 8筆 宅地造成 2007.9.21、  10.9 ２
ｍ

⑬ 麒  (60101 羨艶

'訳

田丁1873濯酢劇山2 宅地造成 2007.10.22 24ぽ

⑭ 乙房町満永地区 乙房町 4102番地ほか 10筆 工場建設 2007.11.13～ 14 40ぽ

-1-



)ギ
,コ 11,オ■115:ず IゝI)ヽ 11(|≧〔

`1チ
ヽ量曇::「:言「Iイ:,‖1lF」ゞ

ず|  ギ粋 刷 1腱

,:i , ,, 
tr * )*-1il 

, 
" 

:,,o iir,r,,:!r, 
,[,r *.' 

.r':ir.l .-:- 
li-+1yr,t} 

'i '',, 
,'i' .''-r*")'l'i'i-,i:r,,;,',,-t.,r,'r t\:'*a"' ;'ttffi:G..i[rli.i

|二i1111ざli111珪糞糞築聾著:1ヽす11華

|ギ)‐ 11・

1う鋳●:111轟 |ヽ:|:二 :螢::姜卜|11イ
:.ザ

■ヾ■「11轟ギ |ず,I事ギl■i牌護,ヽIし、ニ   プ 
ー
/~

導111■ 1ヽ1‐幕「1,iiダ甘1111轟:11蒻

熱,■‐

「
すヽ

ゝ て:デ 11

″

た
'1

):'i\
t(x)om o lo(x) 2000 3000 .

I

平成19年度市内遺跡試掘確認調査地

L1 1_l rl「
)● ,

ずII
Tミ゛
′

■|ゴ,シ
.1111‐

.  :‐
  
‐
|

|■ 方

[111111::

■1「

=:ヽ11 ヽ～

|:|やI11お善く導騨|』養甕鷲驚講:童l許理蒙毎垂毅鞣瑾曇碁lII.~]、 i、■

鳳|:ゝ
逃
==|=1111111舜

メ■
.11♀

'11語

lI:1薦

器 週嘱LQ動幡つ

① 勘 6030

② 着 1防1源190041

③ 中勝 2●

“

71

④ 田谷・昴伎0∞ 51

⑤ l 女橋0∞ 51

⑤ 2 翻 酸峰占ClllD

⑤ 3 鰐 田」オ郎030

()-4 lF浴・稚 躙 040

⑥ ノυ悌園りK302D

⑦ 田谷・尻肢お∞9

③ 尾山

③ 佐土ヶ中第 1(10067)

⑩ 向原第20012

⑪ 久玉

“

lX161

⑫ 和田

“

CID

⑬ 池京

“

010

⑭ ¨ 区

-2-



よこ お ばる

①横尾原遺跡 (5035)

所 在 地 都城市大岩田町5795-2ほか 6筆

調査原因 公園造成
調査期間 2007.5。 21～ 22

位置と環境 調査地は都城市南部、梅北台
地と呼ばれるシラス台地面、標高168mほど
に立地する。周辺では、北に黒土遺跡、南

西に梅北城跡、南に尾崎第 1遺跡 (貴船寺

跡)や尾崎第 2遺跡等が点在する。
試掘結果  8箇所に試掘 トレンチを設定し
た。調査区域全体に東西方「Flの トレンチャ

ーによる撹舌Lが見 られた。土層の堆積状況

から旧地形は調査区域の北側及び南側付近

が高く中央付近が東西方向にやや低くなる

ようである。いずれの トレンチからも遺構

は確認されず、遺物は 4ト レンチで土師器

小片 2点が出上したのみである。

まとめ 該地は周知の埋蔵文化財包蔵地内
に位置するため、土木工事等を行う場合、

文化財保護法第94条第 1項に基づく通知が

必要となる。

調査面積 32ぷ (対象面積 :9,400ゴ )

担 当 者 近沢恒典
処  置 工事着手
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た  ろう ぼう なか はら

②太郎坊中原遺跡 (900o

所 在 地 都城市太郎坊町1209番地

調査原因 道路改良 (道路拡幅)
調型呈期間  2007.6。 28

位置と環境 調査地は都城市の北部、高木
原扇状地北側縁辺、標高135mほ どに位置す

る。該地の北には沖積地が広がり、その先

に大淀川を望む。同扇状地南西縁辺に国指

定史跡大島畠田遺跡が、北東に並木添遺跡

が点在する。

試掘結果 2箇所にトレンチ (1.5× 1.5m、
1× 2m)を設定した。調査地点は現道より
50cm程高い。この表層は近現代の盛土で、

同層以下は御池軽石層まで良好な堆積が認

められたが、遺構・遺物の出土はなかった。

まとめ 該地は周知の埋蔵文化財包蔵地内
に位置するため、土木工事等を行う場合、

文化財保護法第94条第 1項に基づく通知が

必要となる。

調査面積

担 当 者

処  置

4.25ぷ (対象面積 :32.1ぷ )

栗山葉子

工事着手
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調査区位置図

トレンチ配置図

o                                 2m

1/50

トレンチ土層断面図

ltr口 北壁

2tr ・ Jヒ厘豊

ltr・ 堆積状況
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③中尾第 2遺跡 (7067)

所 在 地

調査原因

調査期間

都城市安久町2648の 2番地

(安久小学校)

校舎改築

2007.8。 29

位置と環境 調査地は都城市南部、豊満扇
状地上に位置し、眼前に大淀川の支流萩原

川と沖積地を北望する標高167mほ どに立地

する。周辺では南側山麓に池平城跡、六ヶ

城跡、北東に成山遺跡が点在する。

試掘結果 対象地は安久小学校内の校舎改
築であるが、現況がコンクリー ト舗装のた

め、隣地にトレンチを2箇所設定した。
1ト レンチでは、地表面下40cmまで盛土、

以下灰褐色粘質土、褐色粘質シル ト、灰褐

色粘質土、褐色砂質土、砂層、砂礫層を確

認した。遺構 0遺物の出土はなく、土層の

堆積状況から旧河川であったと考えられる。

2ト レンチでも灰褐色粘質土の上に灰黒色

土 (旧水田基盤 ?)と文明軽石が観察でき
た。

まとめ 該地は旧河川で、遺構・遺物も確
認されないことから、土木工事等について

は問題ない。ただし、該地は周知の埋蔵文

化財包蔵地内に位置するため、土木工事等

を行う場合、文化財保護法第94条第 1項に

基づく通知が必要となる。

ltr・ 北壁        2tr・ 北壁

0                               2

1/60

1 盛土 礫 ,シラスを含む
2 反黒色土 鉄分沈着 ,文明軽石粒多量
3 文明軽石
4 灰褐色粘質土 文明 ,御池軽石を含む 下部は御池軽石多量
5 褐色粘質シル ト 文明・御池軽石を含む
6 灰褐色粘質土 文明 '御池軽石を含む
7 褐色砂質シル ト 御池軽石を含む
8 砂層
9砂礫層
    トレンチ土層図

なか お だい

調査面積 8ゴ (対象面積 :253ゴ )

担 当 者 栗山葉子
処  置 工事着手予定

調査区位置図

トレンチ配置図 1/1500
[:::IIIIIIIII::::|二

た叔                    3
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軽石
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しり えだ

④ 田谷・尻枝遺跡 (6005)

所 在 地 者防肘群醸市町器∞番地価小学ω
調査原因 屋内体育館改築
調型蜃期間  2007.8.30

調査面積 12ゴ (対象面積 :723だ )

担 当 者 栗山葉子
処  置 工事着手予定

位置と環境 調査地は市街地西部を形成す
る蓑原台地の北側縁辺、標高161mほ どに位

置する。周辺には、北側台地縁に田谷・尻

枝遺跡、北側の河岸段丘面には横市地区遺

跡群である星原遺跡、平田遺跡、早馬遺跡

等がみられる。

試掘結果 調査はトレンチ法を用い、 2×
2mの トレンチを3箇所設定した。 1ト レン
チは盛±25cm、 以下、文明軽石、黒色土、

黒褐色土、暗褐色土、御池軽石、(漆)黒色

土、アカホヤ火山灰層の順で堆積が認めら

れた。文明軽石層下の黒色土層より縄文土

器 2点が出土したが、遺構は確認されなか

った。 2ト レンチは盛±50cm、 以下、黒褐

色土、暗褐色土、御池軽石層と堆積が続く

が、遺構・遺物の出土なし。 3ト レンチは

盛±20cm、 表±30cm、 その下に黒色土、

黒褐色土、暗褐色土、御池軽石層と堆積し

ている。黒色土層より弥生土器と思われる

土器片2点出土。

調査区位置図

トレンチ配置図 ヒ==弓橘ら、遺跡の端に位置し、遺物も流れ込みと

判断する。該地は周知の埋蔵文化財包蔵地

まとめ 対象地は周知の埋蔵文化財包蔵地
田谷・尻枝遺跡の隣接地である。 1・ 3ト

レンチより土器が出土しているため、同遺

跡が対象地まで拡がると思われるが、出土

遺物も僅かで、遺構も検出されないことか               o      20m
L : ヽ .J臨 コー 団

内に含まれるため、土木工事等を行ピ

文化財保護法第94条第 1項に基づく涎

必要となる。
L__

饒難11炒     |   |
訂11暮    

「

¬  恥彙==〒籠
M4-[¬:「‐1壁 匡~緬=m

1賀                   1警 整す |■1   1  盛土
IJ

:: 孟|[言喜]署][[:ち炉:[言]:い・    5b 暗褐色粘質土 御池lp.石多
6  御池軽石

ltr:堆積状況         7 黒色粘質土6 ラ労宗尋大山灰       トレンチ土層断面図
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おな ばし

所 在 地

調査原因

調査期間

者Ь城市今町7814-1、  7823-1

県営畑地帯総合整備事業上層改良事業

払川第 1地区

2007.9。 12～ 14

位置と環境 調査地は都城市南部、国道269
号線西側隣地に位置し、成層シラス台地の

梅北台地上の標高166mほ どに立地する。周
辺には国道269号線沿いに国指定史跡今町一

里塚や五十市式縄文土器が出土した宮尾・

立野遺跡が点在する。

試掘結果 対象地に 2× 2mの トレンチを
3箇所設定した。表土層から最大第13層 の

灰褐色シル ト層まで確認した。各 トレンチ

に地表面下80cmまで トレンチャーによる撹
乱がみられたが、それ以下は良好な堆積状

況であった。旧地形は 102ト レンチ (東 )
から 3ト レンチ (西)に傾斜している。い
ずれの トレンチからも遺構・遺物は確認さ

れなかった。

まとめ 該地は周知の埋蔵文化財包蔵地内
に位置するため、土木工事等を行う場合、

文化財保護法第94条第 1項に基づく通知が

必要となる。

⑤ -1女橋遺跡 (7005)

調査面積 12ボ (対象面積 :2,300ぷ )

担 当 者 近沢恒典

処  置 事業着手

⇔
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トレンチ土層断面図

0                 200m

調査区位置図   lβ 0000

トレンチ配置図   1/2500

2tr・ 北壁ltr。 北壁
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うめ きた はり たに

⑤…2梅北針谷遺跡 (7001)

所 在 地 都城市梅北町774-1、 2

調査原因 県営畑地帯総合颯 業土層改良事業
払川第 1地区

調査期FH5  2007.9.12～ 14

位置と環境 調査地は都城市南部、成層シ
ラス台地の梅北台地上の標高1621‐ rlほ どに立

地し、西には開析谷が追っている。周辺に

は国道269号線沿いに国指定史跡今町一里塚

や五十市式縄文土器が出土した宮尾・立野

遺跡が点在する。

試掘結果 対象地に2× 2mの トレンチを
3箇所設定した。表土層から最大第12層の

灰褐色シル ト層まで確認した。各トレンチ

で地表面下80cmまでトレンチャーによる撹

乱がみられたが、それ以下は良好な堆積状

況であつた。地表よりlm前後で御池軽石
層、1.5mほ どでアカホヤ層に達する。 1日地

形はほぼ平坦で、いずれのトレンチから

も遺構 。遺物は確認されなかった。

まとめ 該地は周知の埋蔵文化財包蔵地
内に位置するため、土木工事等を行う場

合、文化財保護法第94条第 1項に基づく

通知が必要となる。

対象面積 12ぷ (対象面積 :2,088ゴ )

担 当 者 近沢恒典

処  置 事業着手

郷逸轟署劣量 (御池軽石層相勤

非
罪彗冠圏ぃ 程琶轟雀予量 白色軽石ごく少量
り識 籟警旬電乱懲言 橙色軽石ごく微量
リト常に固い

0                   200m

調査区位置図    1月
0000

0

トレンチ配置図   1/2000

L_________

“　２トレンチ土層断面図
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おお いわ だ かみ むら

⑤ -3大岩田上村遺跡 (5031)

所 在 地 都城市大岩田町6851-5

調査原因 県営畑地柵 雛 赴 層改良事業

払川第 1地区

調査期間 2007.11.20～ 21

位置と環境 調査地は都城市南部、成層シ
ラス台地の梅北台地南面東端、標高160mほ
どに立地する。東側は梅北川とその沖積地

が広がる。周辺には対岸に黒土遺跡、西に

は五十市式縄文土器が出土した宮尾 0立野

遺跡が点在する。

試掘結果 対象地に 2× 2mの トレンチを
3箇所設定した。表上層から最大第12層の

暗褐色土層まで確認した。各 トレンチとも

耕作土直下の造成土が厚く、 1、 2、 3ト
レンチで、各々1.2m、 1.7m、 1.5mを測る。

その下位に旧表土が確認された。 1ト レン
チでは地表下1.8mほ どでアカホヤ層を、 2
トレンチでは同下2.5mほ どで御池軽石層を

それぞれ確認した。また、 3ト レンチでは

2.5m掘下げても御池軽石層に達しなかった。

旧地形は面から東へ傾斜している。いずれ

の トレンチからも遺構 0遺物は出土しなか

った。

まとめ 該地は周知の埋蔵文化財包蔵地内
に位置するため、土木工事等を行う場合、

文化財保護法第94条第 1項に基づく通知が

必要となる。

御池軽石ごく微量
御池軽石多量

ツト常に回い
黄色軽石 (1～ 7mm)
黄色軽石 (1～ 7mm)

対象面積 12ゴ (対象面積 :5,273ゴ )

担 当 者 近沢恒典

処  置 事業着手
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0                  200m

調査区位置図   1カ
0000

0           5

卜L/ンチ配置図  1/2000

t_ゴ_J3廿靴壁
0                             2m

1/60
トレンチ圭層断面図

ltr・ 北壁
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かみはりたに  しもはりたに

⑤ -4上針谷・下針谷遺跡 (5041)

所 在 地 都城 lll‐梅北町588-1

調査原因 県営畑地帯総合颯 業土層改良事業

払川第 1地区

調査期間 2007.11.20～ 21

位置と環境 調査地は都城市南部、成層シ
ラス台地の梅北台地上標高162mほ どに立地

し、東には開析谷が迫っている。周辺には

国道269号線沿いに国指定史跡今町一里塚や

五十市式縄文土器が出土した宮尾 0立野遺

跡が点在する。

試掘結果 対象地に 2× 2mの トレンチを
3箇所設定した。表土層から最大第10層 の

暗褐色上層まで確認した。各 トレンチとも

地表から0。 8～ lmほ どのトレンチャーによ
る撹乱を受けている。アカホヤ層は各 トレ

ンチで確認されたが、御池軽石層は 3ト レ

ンチのみ明瞭に検出した。 1日地形は西に向

かって緩やかに傾斜している。いずれの ト

レンチからも遺構の出土はなかった。

まとめ 該地は周知の理蔵文化財包蔵地内
に位置するため、土木工事等を行う場合、

文化財保護法第94条第 1項に基づく通知が

必要となる。

耕作土
黒色土
黒色土 御池軽石多量
御池軽石
黒色シルト
アカホヤ大山灰
黒褐色上 硬質 黄色軽石 (1～ 7mm)
黒褐色土 硬質 黄色軽石 (1～ 7mm)
暗褐色土 黄色軽石 (1～ 7mm)多量
暗褐色土

対象面積 12ゴ (対象面積 :2,935d)

担 当 者 近沢恒典

処  置 事業着手

o                 200m

調査区位置図   1月 0000

璽黒
里翼

少
多

トレンチ酉己置図

EIII■_____J2tr腱 北壁

トレンチ血層断面図

3tr鬱 北壁

2m

―‐―……Ⅲ…lL‐ _____‐ it______」______1 ltr・ Jヒ壁
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1/4

上針谷下針谷遺跡 :2tr口 出土遺物実測図

梅北針谷遺跡 :2tr

女橋遺跡 :2tr

女橋遺跡 :3tr

大岩田上村遺跡 :ltr

上針谷 口下針谷遺跡 :ltr 上針谷 口下針谷遺跡 :3tr
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はち まん じょう

⑥八幡城遺跡 (5021)

所在地 都城市五十町1054-1、 1058-1

調査原因 道路改良(道路拡幅)

司同型壁期間  2007.10。 9

位置 と環境 調査地は市街地西部を形成す
る蓑原台地の東縁、標高161mほ どに立地す

る。また、該地は都城城域西端出入り口で

ある中尾口(大手)の南西側隣接地に位置する。

換言すれば、都城跡西側縁辺である。

試掘結果 道路拡 1層 に伴い、拡幅部分にト
レンチを 5箇所設定した。 1、 2ト レンチ
では表土、黒色粘質土、黒褐色粘質土、暗

褐色粘質土、御池軽石、漆黒土と台地上の

基本層序のとおりである。遺構 0遺物の llrl

土はない。 3ト レンチでは黒褐色粘質土層
より掘 り込まれた溝状遺構を検出し、陶磁

器の出土もともなった。 4ト レンチでは表

上直下で溝状遺構を確認し、掘り込みはア

カホヤ層まで達している。陶磁器片出土。

5ト レンチでは御池軽石層が削平されてお

り、遺構 。遺物の出土はない。

まとめ 対象地は東から西に高くなってい
る。溝状遺構は調査地中央付近で検出され、

遺構の部位は現地表面より30cm下であるた

め、現道部分においても遺構は良好に遺存

している。道路拡幅に際しては、工事着手

前に発掘調査が必要である。

調査面積 18.5」 (対象面積 :370ゴ )

担 当 者 栗山葉子
処  置 一部発掘調査

調査区位置図

1/2000

トレンチ配置図

土
　
土
土

質
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質
質
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砂
質
粘
粘
石
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色
粘
色
色
軽
粘

褐
色
褐
褐
池
色

灰
黒
黒
暗
御
黒

⑤

御池軽石を含む
御池軽石多量
御池軽石極めて多量

① 黒色粘土 御池軽石・文明軽石を含む
② 黒灰色砂質土

:喜 ][璽豊l進署電審急
含む 砂 ,小礫混じる

ltr口 北壁

1/60

トレンチ土層断面図・平面図 I

2tr露 北壁
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4tr・ 西壁

_/___」
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a 黒色土 文明軽石 `御池軽石少量
b 黒色土 御池軽石ごく少量
c 文明軽石 ?
d 暗褐色土 御池軽石を含む
e 黒色粘質シル ト
f 黒色土 アカホヤ大山灰を含む
9 黒
扁尭軽石ブロツク含む 文明軽石少量

h 黒色土
御池軽石 `黒色粘質シル トを含む

1 黒色土 しまり強 御池軽石少量

o                             2m

1/60

4tr B溝状遺構出土遺物

ヽ __.、

4tr・ 溝状遺構出土遺物実測図

[Q―
R墓

トレンチ土層断面図・平面図Ⅱ

4tr・ 溝状遺構

3tr日 溝状遺構
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田谷 0尻枝遺跡 (6005)

所 在 地 都城市南横市町3918-3ほか 3筆

調査原因 宅地造成
調査期間 2007.5.15

位置と環境 調査地は市街地西部を形成す
る蓑原台地の北側縁辺、標高161mほ どに位

置する。周辺には、北側台地縁に田谷 0尻

枝遺跡、北側の河岸段丘面には横市地区遺

跡群である星原遺跡、平田遺跡、早馬遺跡

等がみられる。

試掘結果 調査対象地に 2× 2mの トレン
チを 6箇所設定した。調査の結果、 4ト レ

ンチの一部を除いた各 トレンチで表土層が

削平を受けたのち、盛上が20～60cmほ ど厚

さで堆積している。 1ト レンチでは盛土に
よる攪乱が激しく、遺構は確認できなかっ

たが、土器小片 3点が出上した。 2・ 3ト レ

ンチでは、 4～ 6層 まで良好な堆積が認めら

れたが、遺構 0遺物の出土はなかった。 4

トレンチでは 4層黒色粘質シル ト中で南北

方向に延びる硬化面を検出したため、 トレ
ンチを拡張し都合 4本の硬化面を確認した。
5、 6ト レンチではすでに4層が削平を受
けていたため硬化面の走行を確認すること

はできなかったが、 1層中に硬化面のブロ
ックが認められた。また、走行確認のため

サブ トレンチを 3箇所追加し、対象地中央

付近で南北に延びる硬化面を部分的に確認

したが、南側では肖J平を受けており視認す

ることはできなかった。このほか、 5ト レ
ンチとサブ トレンチ 2で 5層および 4層の

落込み(柱穴)が認められた。

まとめ 地表面下40～ 50cmで遺構 0遺物が
出土している。文化財保護法第93条の規定

に基づく届出が必要となり、遺構検出面深

度を超える掘削工事等を行う場合、発掘調

査が必要となる。

調査面積 44.5ビ (対象面積 :1,448ぷ )

担 当 者 栗 lll葉子
処  置 工事着手

調査区位置図    1/5000

0               10m

トレンチ配置図    1/600
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飩吻
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ltr・ 北壁

1    1    1

3tr ・ Jヒ屋壁

トレンチ土層断面図 口平面図

lstr・ 北壁

2str

o                                     2m

1/50

1 表土
2 1日耕作土 灰黒色砂質土

: 菖婚詈黒≧夕ん卜 温竃墓名蓼軋
含む

6 御池軽石

■|■‐硬化面

餘躊咆文明軽石

4tr・ 北壁

2str ・ Jヒ星音

4tr及び拡張部

4tr・ 硬化面/文明軽石 4tr拡張部・硬化面
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所 在 地 都城市早水町4503-1の一部

調査原因 宅地造成

調型蜃期間  2007.5.28

位置と環境 調査地は市街地を形成する一
万城扇状地の北部に位置し、北側には北西

に延びる旧河川と思われる谷地形が認めら

れる。また、対象地の北側部分は牟田ノ上

遺跡で平成 2年～ 3年にかけて、発掘調査

が実施されている。

試掘結果  1× 2m、 2× 2mの トレンチ
をそれぞれ 8箇所と 3箇所設定した。対象

地西側では地表面下0.5～ lmほ ど砕石を含
む盛土がなされており、 1、 5～ 8ト レン
チでは御池軽石層中まで削平されていた。

2～ 4ト レンチについては律I池軽石層上の

黒(褐)色粘質シル ト層が良好に堆積していた

が、遺構は認められなかった。遺物につい

ては 3ト レンチで 3層から土師器小片が2点

出土している。また、対象地東側では0.5～

2mを超える盛土が認められた。11ト レン
チでは5層暗褐色粘質シル トの堆積は存在し

たが、遺構 。遺物は認められなかった。 9

トレンチではアカホヤ火山灰層上位まで掘

下げたが、遺構 0遺物は出土しなかった。

まとめ 対象地の大半は lm以上の削平を
受けている。ただし、3ト レンチ(対象地北

西部)では地表面下70cmで 中世の土師器が

出土している。文化財保護法第93条の規定

に基づく届出が必要であり、掘削工事等を

行う場合協議の必要がある。

調査面積 29ゴ (対象面積 :30,856ゴ )

担 当 者 栗山葉子
処  置 工事着手

調査区位置図

O       Ы

レ ン チ 配 置 図  
餞
冒
商 薦
畑

|

|

|

|

トレンチ上層断面図 I
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6tr ・ Jヒ屋豊 7tr コ Jヒ昌占

御池軽石を含む
御池軽石多量
御池軽石極めて多量

0                                     2m

1/50

0                     10om

1/4

3tr出土遺物実測図
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9tr ・ Jヒ屋E
8tr ・ Jヒ層壁

1ltr・ 北壁

3tr・ 堆積状況 6tr口 堆積状況

9tr・ 堆積状況 1ltr
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さ  ど  が なか

⑨佐土ヶ中第 1遺跡 (1006D

所 在 地

調査原因

調査期間

醐 市 下71C流町4526-1ほか2筆

者Ь城市
~下

水流田丁4495-1、  4501-1

農業関連 (畜舎建設 )

2007.6。 21～ 22   10。4-5

位置と環境 調査地は大淀川の支流丸谷川
右岸の段丘上標高152mほ どに位置し、現況

はほぼ平坦な畑地である。周辺では対岸の

独立丘陵に堂山遺跡、南には手向山式の壺

形土器が出土した下薗遺跡、県指定志和池

古墳群、築池地下式横穴墓群、十三束遺跡、

松ヶ迫遺跡などの遺跡が数多く点在する。

試掘結果 調査は 2地点(便宜上a、 b地点
とする)で行われ、各々 2× 2mの トレン
チを 6箇所設定した。

a地点では、 1ト レンチでは御池軽石層上
面まで攪舌Lを受けていたが、 トレンチ中央
付近を境に北と南に落込みを確認した。 2

トレンチでは黒褐色止と褐色土 (7層 )よ
り土器が出土し、暗褐色上の落込みが認め

られた。 3ト レンチではトレンチャーによ

りlmに達するほど一部攪乱を受けていたが、
暗褐色土の落込みやピットを検出した。40
6ト レンチでは lm前後の攪舌Lを受けており、
遺構 。遺物の出土はない。 5ト レンチでも
lmほ どの攪乱がみられたが、御池軽石層
上面で文明軽石を中位含む黒色土の落込み(溝

状遺構)を確認した。

b地点においては、 1ト レンチでは地表下、
60～80cmで溝状遺構とピットを検出し、土

師器、布痕土器片が出土した。 2ト レンチ

でも地表下70cmほ どで溝状遺構を 2条確認
した。 3ト レンチでは地表下 1。 lmで溝状遺
構 3条が視認できた。 4～ 6ト レンチでも

それぞれ 1条の溝状遺構が認められたが、

5ト レンチのものは近現代と思われる。

まとめ  a、 b両地点においても、遺構 。

遺物が出土している。土木工事等を行う際

には、遺跡の取扱いについて協議となる。

協議終了後、文化財保護法第93条の届出と

なる。

調査面積

担 当 者

処  置

24だ (対象面積 :

24ぷ (対象面積 :

栗山葉子

工事着手

調査 IXE位置図

0                  20m

a地点 トレンチ配置図 1月
000

0                  20m

1/1000

b地点 トレンチ配置図

5,791rr)

2,402Πf)

鸞tr     m 5tr

３ｔｒ
ｍ
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ltr・ 東壁

①
②
③
④
⑤

ltr

黒色土 御池軽石多量
御池軽石ブロツク
①より御池軽石を多く含む
暗褐色土 御池軽石多量
褐色土 御池軽石多量

表土 現代の耕作土
攪乱 近現代

筆習垂
石
黄色軽石をわずかに含む

褐色土 黄色軽石多量
黒褐色土
褐色土 御池軽石主体
御池軽石

黒色土 御池軽石を含む
灰黒色砂質土
樹痕
褐色土 大粒御池軽石を含む
黒灰色土
灰色粘質土
文明軽石
黒褐色土 御池軽石多量
褐色粘質土 御池軽石を含む
黒色土
御池軽石ブロック
黒色砂質土
暗褐色砂質土
御池軽石十褐色土
黒色砂質土
黒褐色土 御池軽石多量

4

5 帆_

3
4tr・ 北壁

・―

ｌ
ｋ

ｌ

ｍ

ｎ

ｏ

ｐ

6tr ・Jヒ層皆

a地点 :ト レンチ土層断面図・平面図

1/4

出土遺物実測図

a地点 :ltr・

＝

主

Ｔ

5tr

遺構検出状況 a地点 :ltr・ 堆積状況 (東壁)

a地点 :2tr a地点 :5tr・ 溝状遺構
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ltr・ 南壁

ltr

4層に類似
大粒の黄色軽石を含むやや固い黒色土
黄色軽石プロツクを含む黒色土

ブ /
ブ /
ゾ /

ち
/1

3tr
a 黒褐色土 黄色軽石多量
b 暗褐色土 黄色軽石極めて多量
c 黄色軽石主十褐色土十砂
d 黒色土 黄色軽石大を含む
e 黒褐色± 2cm以下の黄色軽石多量

|

2tr
4層 +2cm大の黄色軽石
黒褐色± 2cm以下の黄色軽石多量
黒色土 粘質高 黄色軽石を含む
砂十黄色軽石
c層に類似
砂+黄色軽石 d層より黄色軽石粒大

± 2cm大の黄色軽石を含む
軽石ブロツク
色土 黄色軽石極めて多量

ヽ1 _

5tr

黄色軽石十砂十黒色土
黒色土 黄色軽石を含む

ａ

ｂ

6tr

黒色土 黄色軽石多量
黄色軽石ブロツク
黒褐色土 黄色軽石極めて多量

表土
黒色土 黄色軽石少量
褐色土 黄色軽石を含む
黒色土 黄色軽石を含む
黒褐色土 黄色軽石多量
御池軽石

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

ａ

ｈ

ｖ

ｃ

ａ

ｂ

ｃ

　

ｌ

，
ら

，

４

Ｒ
Ｘ

ｏ

＼_

鼈 葺ジ
|     

・
   |

躙〃U
1/4

b地点 :ltr・ 第2層出土遺物実測図

色
色
褐

黒
黄
黒

b地点 :ト レンチ土層断面図・平面図

5tr・ 西壁
6tr ・Jヒ恒壁

く

て

く

　

＝

主

丁

▼

Ｙ

⑤

ｌ

4tr・ 東壁

b地点 :ltr E堆積状況 (北壁) b地点 :5tr
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むこう ばる だい

⑩向原第2遺跡 (4012)

所 在 地 都城市立野町3727番 1ほか
調査原因 大学建設
調型蜃期間  2007.7.25～ 26

位置と環境 調査地は都城盆地の東部、市
街地を形成する一万城扇状地の扇央の標高

162mほどの年見川左岸に位置する。当地は
平成元年に一部発掘調査を実施している。

西側には向原第 1遺跡が存在する。

試掘結果 対象地に 2× 2mの トレンチを
11箇所設定した。 1～ 3ト レンチでは遺物
包含層 (5層 )が 1、 2、 3各 トレンチで、
30cm、 数cm、 locm程度しか残存していな
い。 5層より上器片出±。 4ト レンチは現

地表面下60cm以下では良好な堆積が認めら
れ、 5a層から土器片が多数出土。 5ト レン
チでは 5b層上面より掘 り込まれた硬化面
を伴う溝状遺構を南北方向に検出した。 6

トレンチでは、現地表面下1.2mの 5a層以

下では良好な堆積で、上器片も出土。 8ト

レンチでは 5a層以下良好で土器片も出土。

9ト レンチは旧表土層以下良好で、 5b層
より湧水。10ト レンチも旧表土層以下良好

だが、遺構 0遺物の出土なし。11ト レンチ

は現地表から1.6m掘下げたが、盛土層内で、

湧水のため旧地表を確認できなかった。12

トレンチでは1.6m下で 1日地表に達し、それ

以下は良好な堆積だが、御池軽石層上面よ

り湧水。

まとめ 対象地の旧地形は東から西へかな
り傾斜している。遺構・遺物は中央より東

側で出土している。土木工事等の実施に際

しては、協議の対象となり、終了後、文化

財保護法第93条の届出となる。

調査面積 名ボ (対象面積 :27,880」)
担 当 者 栗山葉子  l ll下大輔
処  鷲 一部発掘調査

調査区位置図

トレンチ配置図

|

3tr・ 北壁

トレンチ土層断面図 I
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6tr口 北壁

ltr毬 北壁

4tr・ 北壁



1ltr口 北壁

|           |

5tr

12tr・ 北壁

: 霞菫土〕讐言5に1喜首曇皇響[ユす礫.砂の混合
皇邊欝』菫髯拶しゞT霜稀電軽響鬱量石をわ机含む

:儡証翡勧軽石皆無

口平面図

10tr・ 西壁

トレンチ土層断面図 I

出土遺物実測図

鱚
4tr

［工石
|

′

|

8tr

ヽ
 出

:ヽま
―
||

難‐́=‐

:ル.石
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く だま

①久玉遺跡 (4000

所 在 地 都城市郡元町4丁目9番 1ほか1筆

調査原因 アパー ト建設
調査期間  2007.8.23

位置と環境 調査地は市街地を形成する一
万城扇状地の北縁、標高155mほ どに立地す

る。同北縁辺には西から祝吉遺跡、松原遺跡、

久玉遺跡と中近世を主体とした遺跡群が展

開する。久玉遺跡内は区画整理事業に伴い、

昭和63年から平成13年にかけて12次におよ

ぶ発掘調査を実施している。

試掘結果 調査は 2× 2mの トレンチを現
況宅地に 2箇所設定した。 1ト レンチでは

現表土層厚30cmで、その下に御池軽石層が

ごく一部残存し、下層の漆黒土、アカホヤ

層は良好に堆積していた。遺構・遺物は確

認されなかった。 2ト レンチでは現地表を

30cmを測る。表土直下はアカホヤ火山灰層、

黒色土層、黒褐色土層 (Pl1 0蒲牟田スコリ

ア混)、 黒褐色土層と続くが、遺構・遺物

の出土はない。

まとめ 調査地はすでに御池軽石層まで破
壊を受け、それより下位の層からも遺構・

遺物の出土はない。対象地は周知の埋蔵文

化財包蔵地内に含まれることから、土木工

事等に際し、文化財保護法第93条の届出が

必要である。

調査面積 8ゴ (対象面積 :1,412d)

担 当 者 栗山葉子
処  置 工事着手

調査区位置図

トレンチ配置図
1/2000

2tr ・ Jヒ星匿

2m

1/60

1 表土 褐灰色砂質土 黄色軽石が混じる
2 御池軽石
3 黒色粘質シル ト
4 アカホヤ大山灰

: 量稽雹羅書土 Pll.蒲牟田スコリアを含む
7 黒褐色粘質土

ltr・ 北壁

2tr口 堆積状況トレンチ土層断面図
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わ   だ

⑫和田遺跡 (6002)

所 在 地 都城市南横市町4181-2ほか8筆
調査原因 宅地造成
調査期間  2007.9。 21、  10。 9

位置と環境 都城盆地の中央を北に流路を
とる大淀川左岸蓑原台地北東側、標高165m
ほどに位置し、旧地形では東には横市川段

丘面や旧河川の痕跡が伺えるが、現在は低

地水田面となっている。周囲には、北の横

市川段丘面や台地縁辺に西から田谷・尻枝

遺跡、平田遺跡、早馬遺跡、正坂原遺跡な

どが点在する。

試掘結果 調査地は現況が山林と更地で、
1.5× 3mの トレンチを2箇所、 1× 2mを
1箇所設定した。 1ト レンチでは、表土層が
40～ 50cmでその直下にサツマ火山灰と思わ

れる灰褐色のパミスを上位に含む褐色土、

黄褐色土、暗褐色土、土壌化した二次シラス、

礫混じりのシラス層と続く。遺構・遺物の

出土なし。 2ト レンチも1ト レンチと同様の

堆積を示し、遺構・遺物の出土はなかった。

3ト レンチでは、表土層20cm、 以下黒色土、

暗褐色土、御池軽石層と堆積していたが、

遺構・遺物の出土は認められなかった。

まとめ 対象地において遺構・遺物の出土
はなかったが、周知の埋蔵文化財包蔵地内

であることから、土木工事等を行う際には

文化財保護法第93条の規定により、埋蔵文

化財発掘届出の提出が必要である。

2tr・ 堆積状況

調査面積 11ぷ (対象面積 :5,749ぷ)

担 当 者 栗山葉子
処  置 工事着手

調査区位置図

o              50m

―

トレンチ配置図   1/3000

3tr口 西壁

1/60

表土
文明軽石
黒色土 黄色軽石を含む
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ltr・ 北壁
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トレンチ土層断面図



⑬ 池原遺跡 (6010)

所 在 地 都城市蓑原町1873番地 2

調査原因 宅地造成
調査期間 2007.10,22

位置と環境 都城盆地の中央を北に流路を
とる大淀川の支流横市川左岸、蓑原台地面

側縁辺、標高176mほ どに位置する。 lli側隣

接地で平成6年に一部発掘調査 (池原遺跡)

を実施している。このほか、北の横市川段

丘面に田平下、馬渡、江内谷、坂元A遺跡が、

台地縁辺に蓑原、中尾、中尾山 0馬渡遺跡

が点在する。

試掘結果 対象地に 2× 2mの トレンチを6
箇所設定した。各 トレンチとも表土層から5

層の御池軽石層まで台地上の基本的な層序

が認められたが、 トレンチャーによる撹乱
が激しく、御池軽石層上面まで及んでいた。

すべての トレンチにおいて、遺構 0遺物の

出土はなかった。

まとめ 対象地において遺構・遺物の出土
は認められなかったが、周知の理蔵文化財

包蔵地内であるため、土木工事等を行う際

には文化財保護法第93条の規定により、埋

蔵文化財発掘届出の提出が必要である。

′

調査面積 24ぽ (対象面積 :2,493ボ )

担 当 者 近沢恒典
処  置 工事着手

0                100m

調査区位置図

トレンチ配置図   1月
500

ltr露 Jヒ壁

爆 れP耀

1 耕作土
2 黒褐色シルト しまり弱 御池軽石ごく微量
3 黒褐色シルト 御池軽石少量
4 黒褐色粘質シルト しまり強 御池軽石多量
5 御池軽石
6 黒色粘質シルト
7 アカホヤ大山灰

トレンチ上層断面図

3tr口 北壁
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おと ぼうちょう みつ なが

⑭乙房町満永地区

所 在 地 都城市乙房町4102番地ほか10筆

調査原因 工場建設
調奎期間 2007。 11.13～ 14

位置と環境 調査地は都城盆地の西部、月
野原台地の北側の庄内川右岸、一部段丘面

を含む庄内川低地 (沖積地)の標高143mほ

どに位置する。周囲には、台地縁辺に近世

期の平田念仏洞 (か くれ念仏洞 )、 対岸に

は安永城跡が広がり、菓子野小学校付近に

は菓子野地下式横穴群や庄内古墳 (すでに

消滅)が点在する。
試掘結果 対象地に 2× 2mの トレンチを
10箇所設定した。 1～ 4ト レンチでは表土
層が40～ 50cmほどあり、以下砂層、粘質の

強いシル ト層が堆積している。これらの層

は河川作用に係わる堆積と思われる。また、

1ト レンチで土器片が出上した。 5～ 10ト レ

ンチでは表土層より6層 に及ぶ造成立層が

みられた。それより下層は 1～ 4ト レンチ

同様の層序を示した。 6ト レンチでは地表

下2.5mで湧水を確認した。また、 9ト レン
チでは下層でシル ト層、砂層と軽石層の互

層がみられ、昭和43044年の耕地整理によ
って消滅した小河川の流路跡と思われる。

まとめ すべてのトレンチにおいて、沖積
地の様相を示し、遺構の検出は確認されず、

1ト レンチと表採で土器小片2点が出上した。

当該地は試掘の結果遺跡が存在する「IJ能性

は極めて低いと思料される。今後土木工事

等を行うことに支障はない。

調査面積 40ボ (対象面積 :18,304ゴ )

担 当 者 近沢恒典
処  置 工事着手

0                 200m

調査区位置図    1/10000

o                      100nl

トレンチ配置図   1/4000

2tr ・Jヒ優薔

トレンチ土層断面図 |

ltr・ 西壁 3tr・ Jヒ墨豊

…26-



L_____」
5tr・ Jヒ ]壁

9tr・ Jヒ星置

ヒ_ピ__J

1

l          l
1  30     11  R輸

|

l________1

L__」|

１

２

３

４

５

６

６
．
７

８

９

０

１

２

３

３
．
４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

４
１
１
１
１
１
ィ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
っ
４
っ
乙
つ
こ
つ
こ
つ
こ
つ
こ
う
こ
う
こ
う
４
う
こ
う
０
つ
０
つ
０

6tr・ Jヒ星E

L.、_____」

10tr・ 北壁

耕作±             8tr・ 北壁

灰褐色シル ト しまり強 白色・黄色軽石少量
灰色シル ト しまり強 白色軽石少量
暗灰色シル ト しまり強 白色軽石少量 3層より暗い
灰褐色シル ト しまり強 白色 .黄色軽石ごく少量
灰褐色土 しまり強 白色軽石・小石少量  (造成土)
1 6層より暗い
茶褐色シル ト 白色軽石ごく微量

謂喜帽屋圭 露程圭
(震
詈に主暦5瞥すら泉脅警墓

を含む

明黄褐色シル ト 粘性強
暗褐色土 しまり強 白色軽石ごく少量
暗褐色シル ト しまり強 白色軽石ごく微量
明黄褐色砂
1 13層よりわずかに明るい
暗灰色砂 黄色砂ブロックを含む
明灰色砂
黄褐色シル ト 粘性強
明黄褐色シル ト 粘性強 軽石を含む
暗灰色砂 しまり強
灰色砂 白色軽石ごく微量
明灰色シルト 粘性強 軽石ごく微量
灰色砂 粘性やや強 軽石ごく微量
黒灰色シルト 粘性強
黒灰色土 しまり強 粘性やや弱 白色軽石少量
暗灰色シルト 粘性やや強 砂層が混じる
3層と黒色砂の互層 軽石塊 ,砂利を含む
黒灰色砂
黒灰色砂 粘性強
明灰色シルト 粘性極めて強
明灰色砂 一部が黄色砂と互層
灰色シルト 砂 ,黄色軽石の互層 軽石塊を含む
灰色シルト 粘性強 しまり強
明灰色シルト 粘性強 やわらかい

||トレンチ土層断面図

7tr・ Jヒ星睦

ltr・ 堆積状況

10tr 作業状況
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1所収遺略 所在地 一緯 1難 調査期間 調査面積 調査原因

横尾原
都城市大岩圏町 5795-2

ほか 6筆
ゴ
　
価

131°  3′

付近
2007.5.21-22 32ピ 公園造成

禾重郵らll 主な1時代 主な遺構 主な1遺物 1特記事項

散布地 縄文～近世 土師器小片 2 工事着手

所収誠 所在地 」牌 東経 調査期間 調査面積 調査原因

太郎坊中原 都城市太郎坊町 1209番地 af 47' ].2" {7')E 131°  5″  18″ イ寸i圧 2007.6.28 4.25ピ 道路改良

翻 J 主な時代 主な遺構 主なlm 1特記事項

散布地 古墳・平安 。中世 工事着手

所収遺助略 所在地 Jヒ瀬争 東経 調査期間 調査面積 調査原因

中尾第 2
都城市安久町 2648の 2番

地

31°  41′  42″

付近

131°  5′

付近
2007.8.29 ２

ｍ 校舎改築

牙重コ311 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

散布地 中世 工事着手予定

所収遺助嘉
‐
1所在地 Jヒ漁摯 東経| 調査期間 調査面積 調査原因

田谷・尻枝 都城市南横市町3800番地 31° 44/30″ 付近 1′ 59″ 付
‐
近 2007.8.30 12ポ 屋内体育館改築

1制J 主な時代 主な遺構 主な遺物 1特記事項

散布地 弥生 。古墳 。中世 。近世 縄文土器片 2、 弥生土器片2 工事着手予定

1所収跡 所在地 Jヒ許撃 東経 調査期間 調査面積 調査原因

女橋
都城市今町 7814-1、

7823- 1

31°  40′  34″

付近

131°  1ノ

付近

2007.9.12  ～

14
12ポ 土層改良事業

椰 1 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

散布地 縄文～近世 事業着手

1所収跡
‐
所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査期

梅北針谷 都城市梅北町 774-1,2 31' 41' g",{'ifi 13r2′ 36″ 付近 2007.9.12-14 12ポ 土層改良事業

オ璽封811 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

散布地 弥生・中世 。近世 事業着手

触 鵬 離 地 1ヒ離筆 東経 調査期‐間 調査面積 調査原因

大岩田上村 都城市大岩田町6851-5 3r 42′  6″ イ寸劇壼 ノ 547/4Nl_近 2007.11.20-21 12ピ 土層改良事業

働 可 鍮 ‐1寺代 主な遺構 主な遺物| 臨 韓

散布地 弥生 。中世 。近世 事業着手
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1所収遺跡4 所在地 Jヒ業筆 東経 調査期間 調査面積 調査原因

上針谷・下針谷 都城市梅北町 588‐ 1 41′ 9〃 付近 131° /16″ 付近 2007.11.20～ 21 12ピ 土層改良事業

翻 J 主な時代 主な遺構 主な遺物 1特記事項

散布地 弥生～近世 事業着手

所収遺助名 離 地 1ヒ率撃 東経 調査期間 調査面積 調査原因

八幡城 都城市五十町 1054-1,1058-1 31° 42′ 52〃 付近 131°  2′ 41〃 イ樋 2007.10.9 18.5rピ 道路改良

オ重り]IJ 主な時代 主な―遺構 主な遺物 特記事項

散布地 弥生 。中世 陶磁器片 一部発掘調査

所収遺跡名 所在地 北緯 :離 調査期間 調査面積 調査原因

田谷 。尻枝 都城市南横市町 3918‐ 3ほか 31° 4イ 37〃 付近 13r 1759″ 小|】二 2007.5.15 44.5ピ 宅地造成

翻 J 主な時代 主な1遺構 主|な遺物 1特記事項

散布地 弥生 。古墳・中世 。近世 土澤器/1」咋3 事業着手

所収遺勁名 所在地 J‐ヒ緯 東経 調査期FH5 調査面積 調査原因

尾 曲 都城市早水町 4503-1の 一部 4ど 19″ 付近 131° 5′ 28″ 付近 2007.5.28 29ピ 宅地造成

棚 J 主な時代 主‐な遺構 主な遺物 特記事項

散布地 中世 土師器小片2 事業着手

所収遺助堵 所在地 1ヒ瀬彙 東経 調査期間 調査面積 調査原因

佐土ヶ中第 1
都城市下水流町 4526‐ 1ほ

か

31° 49ノ 51″ 付

近

131°  5′ 42″ 付

近

2007.6.21-22

2007.10.4-5

24ぽ

241f
農業関連

翻 1 主な時代 主な聯 主な遺物 1特記事項

散布地 平安 土器片 1 事業着手

所収創路 1所在地 ヨヒ糸筆 東経 調査期間 調査面積 調査原因

向原第 2 都城市立野町 3727番地 1 43′ 46″ 付近 13rダ 59″ 付近 2007.7.25-26 44rピ 大学建設

働 ll 主|な時代 主な遺構 主な遺物 1特記事項

集落跡 弥生 。古墳 溝状遺構 土器片 一部発掘調査

所収遺勁嬌 1所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

久玉 都城市郡元1町 4丁目9番 1ほか 4イ 50″ イ寸近 13r2′ 54//f・ l‐近 2007.8.23 8ピ アパー ト建設

翻 J 主な時代 主な遺構 主な遺物 1特記事項

集落跡 中世 。近世 事業着手

所収遺助銘 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

和 国
都城市南横市町 4181‐2ほ

か

31°  44′  31″ イ寸

近

131° 2′ 32″ 付

近

2007.9.21

2007.10.9
11ピ 宅地造成

澪襲け:IJ 主|な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

散布地 弥生 。古墳 。中世 。近世 事業着手

所収遺嚇 所在地 Jヒ糸草 1東経 調査期間 調査面積 調査原因

池原 都城市蓑原町 1873番地 2 31° 4イ 9″ 付近 131° 1′ 15〃 付近 2007.10.22 24ぽ 宅地造成

禾重晰;ll 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

散布地 弥生 。古墳 。中世 事業着手

所収鵬 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

乙房町満永地区 都城市乙房町4102番地ほか 4ヴ 51〃 付近 5/42″ 付近 2007.11.13～ 14 40ぽ 工場建設

翻 1 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

事業着手
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